
◎
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律

（
平
成
二
〇
年
六
月
一
一
日
法
律
第
六
一
号
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
二
〇
年
五
月
七
日
・
衆
議
院
経
済
産
業
委
員

会

）

○
甘
利
国
務
大
臣

初
め
に
、
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
及
び
中
小
企
業
金
融
公
庫
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ

き
ま
し
て
、
そ
の
提
案
理
由
及
び
要
旨
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
、
手
形
の
利
用
が
大
幅
に
減
少
し
て
お
り
、
手
形
に
よ
る
資
金
の

融
通
の
機
会
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
小
企
業
は
借
り
入
れ
に
よ

る
資
金
調
達
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ず
、
資
金
繰
り
負
担
も
増
加
を
し
て
お
り

ま
す
。

こ
こ
で
、
手
形
の
割
引
と
同
様
に
売
掛
金
債
権
を
早
期
現
金
化
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
中
小
企
業
の
資
金
調
達
が
一
層
円
滑
化
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
早
期
現
金
化
の
手
段
は
限
定
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま

す
。こ

の
た
め
、
早
期
現
金
化
の
機
会
を
拡
充
す
る
た
め
の
政
策
的
支
援
措

置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
法
律
案
を
提
出
し
た
次
第
で
あ

り
ま
す
。

ま
ず
、
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
要
旨
を

御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

本
法
律
案
は
、
信
用
保
証
制
度
の
仕
組
み
に
よ
っ
て
売
掛
金
債
権
の
早

期
現
金
化
を
促
進
す
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
保
証
制
度
を
支
え
る
新
た
な

信
用
保
険
制
度
を
創
設
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
信
用
保

証
協
会
が
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
す
る
納
入
先
企
業
の
支
払
い
能
力

を
保
証
し
、
金
融
機
関
が
売
掛
金
債
権
を
買
い
取
る
こ
と
等
に
よ
り
、
早

期
現
金
化
を
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

以
上
が
、
三
法
律
案
の
提
案
理
由
及
び
そ
の
要
旨
で
あ
り
ま
す
。

何
と
ぞ
、
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
、
衆
議
院
経
済
産
業
委
員
長
報
告（
平
成
二
〇
年
五
月
二
〇
日
）

○
東
順
治
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
三
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
経
済
産
業
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

次
に
、
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

中
小
企
業
が
行
う
資
金
調
達
の
一
層
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
に
は
、
中

中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

一
九
二



小
企
業
が
保
有
す
る
売
掛
金
債
権
の
早
期
現
金
化
を
促
進
す
る
こ
と
が
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
本
案
で
は
、
信
用
保
証
制
度
の
仕
組
み
に
よ
り
売
掛
金
債

権
の
早
期
現
金
化
を
促
進
す
る
た
め
の
新
た
な
信
用
保
険
制
度
と
し
て
、

特
定
支
払
い
契
約
保
険
を
創
設
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

本
委
員
会
に
お
い
て
は
、
五
月
七
日
甘
利
経
済
産
業
大
臣
か
ら
三
法
律

案
に
関
し
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
し
た
後
、
質
疑
に
入
り
、
五
月
十
四

日
質
疑
を
終
了
し
、
五
月
十
六
日
、
信
用
保
証
協
会
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
及
び
中
小
企
業
金
融
公
庫
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ

き
ま
し
て
は
、
討
論
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
賛
成
多

数
を
も
っ
て
、
ま
た
、
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
議
決
い
た
し
ま
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

三
、
参
議
院
経
済
産
業
委
員
長
報
告（
平
成
二
〇
年
六
月
四
日
）

○
山
根
隆
治
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
三
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

次
に
、
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
信
用

保
証
協
会
に
よ
る
中
小
企
業
者
に
対
す
る
事
業
資
金
の
融
通
の
一
層
の
円

滑
化
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
三
法
律
案
を
一
括
し
て
議
題
と
し
、
中
小

企
業
金
融
を
め
ぐ
る
諸
問
題
、
信
用
保
証
協
会
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

在
り
方
、
中
小
企
業
の
創
業
や
再
生
に
お
け
る
課
題
等
に
つ
い
て
質
疑
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
ま
す
。

質
疑
を
終
了
し
、
順
次
採
決
の
結
果
、
三
法
案
は
い
ず
れ
も
全
会
一
致

を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

一
九
三


